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剛

清
原
聖
子
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

【
　
本
論
文
の
構
成

　
清
原
聖
子
君
よ
り
提
出
さ
れ
た
博
士
学
位
請
求
論
文
「
現
代
ア
メ

リ
カ
に
お
け
る
テ
レ
コ
ム
政
策
と
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
変
容
」
は
、

『
年
報
政
治
学
』
・
『
情
報
学
研
究
』
（
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
紀

要
）
・
『
法
学
政
治
学
論
究
』
な
ど
に
発
表
し
た
論
文
、
あ
る
い
は
ア

メ
リ
カ
の
政
治
学
会
で
発
表
し
た
ぺ
ー
パ
ー
に
依
拠
し
な
が
ら
、
新

た
に
全
面
的
に
書
き
下
ろ
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
構
成
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。
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新
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へ

　
　
6
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て
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研
究
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程
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の
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る
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（
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島
図
）

・
参
考
文
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】
覧

・
謝
辞

二
　
本
論
文
の
問
題
関
心

　
本
論
文
の
問
題
関
心
は
、
現
代
ア
メ
リ
カ
の
テ
レ
コ
ム
（
邑
甲

8
ヨ
ヨ
信
乱
8
該
o
霧
）
政
策
領
域
に
お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

代
表
さ
れ
る
情
報
通
信
技
術
の
発
達
が
政
策
過
程
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
及
ぽ
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
利
益
団
体
の
発
展
や
政
策
過
程

の
変
化
が
、
今
日
の
テ
レ
コ
ム
政
策
の
展
開
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
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与
え
て
い
る
の
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
既
存
の
研
究
は
、
た
と
え
ば
一
九
九
〇
年
代
半
ば
以
降
の
情
報
通

信
技
術
の
急
速
な
発
展
に
よ
っ
て
、
資
金
力
の
弱
い
非
営
利
団
体
な

ど
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
活
動
戦
略
を
採
用
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た
、
と
指
摘
し
て
き
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
四
年
大
統
領

選
挙
戦
に
お
い
て
は
候
補
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
は
、

資
金
調
達
に
大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
政
治
と
い
っ
た
観
点
か
ら
政
治
学
者
に
よ
っ
て

な
さ
れ
る
研
究
の
多
く
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
と
発
展
が
政

治
に
及
ぽ
す
間
接
的
な
影
響
に
焦
点
を
当
て
た
に
過
ぎ
ず
、
よ
り
直

接
的
に
情
報
通
信
技
術
の
変
化
か
ら
影
響
を
受
け
る
テ
レ
コ
ム
政
策

そ
れ
自
体
の
研
究
は
軽
視
さ
れ
て
き
た
。

　
利
益
団
体
政
治
の
視
点
か
ら
の
研
究
も
十
分
で
は
な
い
。
い
う
ま

で
も
な
く
、
技
術
革
新
は
、
ケ
ー
ブ
ル
・
テ
レ
ビ
や
半
導
体
業
界
な

ど
の
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
産
業
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
業
界
に

お
け
る
団
体
形
成
と
そ
の
発
展
に
大
き
な
影
響
を
及
ぽ
し
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
既
存
の
利
益
団
体
研
究
は
、
テ
レ
コ
ム
政
策
領
域
の

利
益
団
体
政
治
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
（
高
速
大

容
量
）
の
急
速
な
普
及
に
よ
っ
て
大
き
な
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受

け
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
点
を
十
分
検
討
し
て
こ
な
か
っ
た
。

　
本
研
究
で
は
、
I
T
革
命
と
そ
れ
に
よ
る
巨
大
な
社
会
変
化
の
中

で
、
現
代
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
テ
レ
コ
ム
政
策
を
め
ぐ
る
政
治
過
程

が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
の
か
を
分
析
し
、
そ
の
変
化
が
政
策

の
内
容
そ
の
も
の
に
い
か
な
る
影
響
を
及
ほ
す
の
か
と
い
う
点
に
つ

い
て
明
ら
か
に
す
る
。
と
く
に
本
研
究
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普

及
し
た
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
・
サ
ー
ビ
ス
政
策
の
展
開
に
焦
点
を
あ
て
て
実
証
的
研
究
を
行
う

こ
と
で
、
現
代
ア
メ
リ
カ
に
お
け
テ
レ
コ
ム
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

変
容
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

三
　
本
論
文
の
概
要

　
以
下
、
本
論
文
の
構
成
に
従
い
つ
つ
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
た
い
。

　
1
章
で
は
、
初
め
に
本
論
文
の
問
題
提
起
と
政
策
過
程
論
に
関
す

る
多
様
な
理
論
的
ア
プ
ロ
；
チ
に
つ
い
て
整
理
を
行
っ
た
上
で
、
現

代
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
テ
レ
コ
ム
政
策
を
め
ぐ
る
新
し
い
政
策
形
成

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
仮
説
を
提
示
し
た
。
長
期
に
わ
た
り
ア
メ
リ
カ
の
公

共
政
策
過
程
の
解
釈
と
し
て
優
勢
で
あ
っ
た
モ
デ
ル
に
、
下
位
政
府
、

あ
る
い
は
鉄
の
三
角
形
が
あ
る
。
テ
レ
コ
ム
政
策
の
政
策
過
程
は
、

一
九
八
四
年
の
A
T
＆
丁
分
割
ま
で
長
期
に
わ
た
り
巨
大
電
話
会
社

A
T
＆
T
と
い
う
特
殊
利
益
に
支
配
さ
れ
て
き
た
。
鉄
の
三
角
形
に

対
し
て
、
新
た
な
モ
デ
ル
を
提
示
し
た
の
が
、
ヒ
ュ
ー
・
ヘ
ク
ロ
ー
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で
あ
っ
た
。
ヘ
ク
ロ
ー
は
、
様
々
な
相
互
依
存
関
係
に
あ
る
大
多
数

の
参
加
者
や
何
ら
か
の
専
門
知
識
を
持
っ
た
集
団
で
構
成
さ
れ
る
イ

シ
ュ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
概
念
を
提
示
し
た
。

　
清
原
君
は
、
テ
レ
コ
ム
政
策
の
イ
シ
ュ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関

す
る
先
行
研
究
と
し
て
、
と
く
に
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
M
・
ベ
リ
ー
の
研

究
に
注
目
し
た
。
ベ
リ
ー
は
一
九
八
四
年
と
一
九
九
四
年
の
テ
レ
コ

ム
・
イ
シ
ュ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
そ
の
ア
ク
タ
ー
を
洗
い
出
す

こ
と
に
よ
っ
て
詳
細
に
図
式
化
し
た
。
し
か
し
ベ
リ
ー
の
研
究
で
は

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
造
を
視
覚
化
す
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
る
あ

ま
り
、
そ
の
内
部
に
お
け
る
各
ア
ク
タ
ー
の
機
能
に
つ
い
て
は
十
分

検
討
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
の
ア
ク
タ
ー
の
機
能

と
ア
ク
タ
ー
間
の
関
係
を
分
析
し
な
け
れ
ば
、
イ
シ
ュ
ー
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
拡
大
や
ア
ク
タ
ー
の
増
加
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の

か
、
不
明
確
な
ま
ま
で
あ
る
。
本
論
文
で
は
、
具
体
的
な
政
策
を
取

り
上
げ
て
事
例
研
究
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
ょ
り
、
イ
シ
ュ
ー
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
変
化
や
ア
ク
タ
ー
の
増
加
が
政
策
に
及
ぽ
す
意
義
に

つ
い
て
踏
み
込
ん
で
分
析
し
て
い
る
。

　
本
論
文
で
は
イ
シ
ュ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一
つ
の
特
定
の
争
点

に
関
す
る
閉
ざ
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
見
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ

を
よ
り
広
く
大
き
な
観
点
か
ら
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
捉
え
て

い
る
。
本
論
文
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
登
場
と
普
及
お
よ
び
発
展
に
よ
っ
て
、
テ
レ
コ

ム
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
他
の
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
の
関
係
が
、
分
散
型
か
ら
融
合
型
へ
と
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、

さ
ら
に
そ
れ
に
よ
っ
て
、
テ
レ
コ
ム
政
策
の
内
容
そ
の
も
の
が
直
接

の
影
響
を
受
け
て
変
容
し
て
い
る
と
論
ず
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
関
連
す
る
政
策
課
題
が
噴
出
し
て
い
る
今
日
、
テ
レ
コ

ム
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
教
育
政
策
や
遠
隔
医
療
、
社
会
福
祉
政
策

と
の
関
係
性
が
強
ま
っ
て
お
り
、
テ
レ
コ
ム
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

他
の
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
境
界
線
の
融
解
と
い
う
現
象
が
起
き

て
い
る
、
と
指
摘
し
た
。
そ
の
上
で
本
論
文
は
、
多
様
な
新
た
な
ア

ク
タ
ー
が
テ
レ
コ
ム
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
次
々
に
参
入
し
て
く
る

状
態
に
移
行
し
た
と
い
う
仮
説
を
提
示
し
た
。
本
論
文
は
、
政
策
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
間
の
融
合
が
起
き
る
こ
と
で
、
テ
レ
コ
ム
政
策
の
内
容

は
従
来
と
は
異
な
る
新
し
い
利
益
対
立
の
影
響
を
強
く
受
け
、
今
日

の
テ
レ
コ
ム
政
策
の
内
容
は
そ
う
し
た
新
た
な
政
治
的
主
体
の
活
動

や
利
益
表
出
を
無
視
し
て
論
じ
る
こ
と
は
も
は
や
不
可
能
で
あ
る
こ

と
を
論
証
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
本
論
文
で
は
、
本
来
電
話
事
業
に
固
有
の
概
念
で
あ
る
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
一
九
九
〇
年
代
以
降
い
か
に
そ
の
政
策

内
容
が
変
化
し
て
き
た
の
か
、
と
い
う
点
を
事
例
研
究
と
す
る
こ
と

で
、
こ
の
仮
説
を
検
討
し
た
。
テ
レ
コ
ム
政
策
の
領
域
で
は
ユ
ニ
バ
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ー
サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
は
元
来
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
合
理
的
な
料
金

で
電
話
の
基
本
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
指
し
た
が
、
ア
メ

リ
カ
で
は
一
九
八
四
年
の
A
T
＆
丁
分
割
以
降
、
同
社
の
独
占
を
前

提
と
し
た
内
部
補
助
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
な
く
な
り
、
外
部
補
助
シ

ス
テ
ム
の
導
入
が
必
要
と
な
っ
た
。
そ
の
後
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
対
象

に
し
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
到
来
と
急
速
な
技
術
革
新
に
伴
い
、
そ
れ
を
い
か
に
拡
大
す

る
か
と
い
う
政
策
ア
イ
デ
ィ
ア
の
観
点
か
ら
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
政
策
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
議
会
で
の
激
し
い
論
争
の
末
に
、

一
九
九
六
年
電
気
通
信
法
に
お
い
て
初
め
て
明
文
化
さ
れ
た
が
、
そ

れ
が
現
行
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
支
援
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
お
け

る
学
校
や
図
書
館
、
農
村
地
域
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
機
関
に
対
す
る
高

度
な
サ
ー
ビ
ス
補
助
の
根
拠
に
な
っ
て
い
る
。

　
本
論
文
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
い

わ
ば
社
会
福
祉
政
策
で
あ
り
、
再
分
配
政
策
で
あ
る
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
・
サ
ー
ビ
ス
政
策
が
な
ぜ
大
き
く
発
展
し
た
の
か
と
い
う
問
い
を

出
発
点
と
し
て
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
政
策
の
展
開
を
分
析

し
、
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
関
係
の
変
容
に
関
す
る
仮
説
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
今
日
の
ア
メ
リ
カ
政
治
で
は
、
社
会
福
祉

政
策
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
再
分
配
政
策
の
実
現
は
容
易

で
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
な
ぜ
貧
困
層
や
過
疎
地
域

へ
の
補
助
を
拡
大
す
る
新
た
な
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
政
策
が

実
現
し
た
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
は
共
和
党
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
誕
生
以
後

も
継
続
し
、
発
展
し
て
い
る
の
か
。
こ
の
よ
う
に
現
代
ア
メ
リ
カ
政

治
の
潮
流
に
い
わ
ば
逆
行
す
る
よ
う
な
拡
大
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ー

ビ
ス
政
策
が
な
ぜ
実
現
し
た
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
分
析
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
テ
レ
コ
ム
政
策
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
テ
レ
コ
ム
政

策
と
他
の
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
融
合
が
進
展
し
て
い
る
点
を
証
明

し
て
い
る
。

　
次
に
、
2
章
は
、
3
章
か
ら
5
章
の
事
例
研
究
を
行
う
上
で
前
提

と
な
る
ア
メ
リ
カ
の
テ
レ
コ
ム
政
策
を
め
ぐ
る
ア
ク
タ
ー
に
つ
い
て

概
観
し
て
い
る
。
2
章
に
お
い
て
と
り
わ
け
重
要
な
点
は
、
一
九
八

0
年
代
以
降
の
業
界
団
体
や
大
手
電
話
会
社
の
主
な
政
策
関
心
が
ど

こ
へ
向
け
ら
れ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
彼
ら
の
関
心
は

一
九
九
六
年
電
気
通
信
法
成
立
過
程
に
お
い
て
、
規
制
緩
和
、
競
争

促
進
、
そ
し
て
、
異
業
種
サ
ー
ビ
ス
ヘ
の
参
入
な
ど
に
向
け
ら
れ
て

い
た
。
2
章
で
は
、
以
下
の
議
論
の
前
提
と
し
て
、
当
時
ビ
ジ
ネ
ス

団
体
や
大
手
電
話
会
社
に
と
っ
て
、
誰
が
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ー
ビ

ス
基
金
を
負
担
す
る
の
か
、
と
い
っ
た
点
は
関
心
事
項
で
あ
っ
て
も
、

拡
大
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
つ
い
て
は
、
優
先
順
位

の
高
い
問
題
で
は
な
か
っ
た
点
に
言
及
し
て
い
る
。

　
3
章
は
、
議
会
に
お
け
る
立
法
過
程
、
す
な
わ
ち
、
一
九
九
六
年
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電
気
通
信
法
成
立
過
程
を
扱
っ
て
い
る
。
同
法
は
、
今
日
の
ア
メ
リ

カ
に
お
け
る
テ
レ
コ
ム
政
策
の
規
制
体
制
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、

テ
レ
コ
ム
政
策
領
域
に
お
い
て
は
非
常
に
重
要
な
立
法
で
あ
っ
た
。

本
章
で
は
、
同
法
の
一
部
で
あ
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
修
正

条
項
の
成
合
過
程
に
焦
点
を
当
て
、
一
九
九
三
年
以
降
、
多
数
の
シ

ン
ク
タ
ン
ク
、
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
団
体
、
教
員
組
合
や
全

米
図
書
館
協
会
な
ど
新
た
な
政
治
参
加
団
体
が
テ
レ
コ
ム
政
策
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
参
入
し
て
き
た
こ
と
を
解
明
し
た
。
ま
た
、
従
来
と
は

異
な
り
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
修
正
条
項
の
成
立
に
あ
た
っ

て
、
多
く
の
り
ベ
ラ
ル
系
市
民
団
体
や
シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
一
九
九
六

年
電
気
通
信
法
成
立
過
程
に
お
い
て
テ
レ
コ
ム
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
浸
透
し
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
拡
大
案
の
実
現
に
関
し
て

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
条
件
と
し
て
、
本
章
で
は
、

第
一
に
、
通
信
法
改
正
が
民
主
党
政
権
下
で
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

「
政
策
の
窓
」
が
こ
れ
ら
の
新
た
な
ア
ク
タ
ー
に
対
し
て
開
い
た
点
、

第
二
に
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
拡
大
案
の
特
殊
性
、
す
な
わ

ち
、
同
問
題
が
テ
レ
コ
ム
政
策
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
教
育
政
策
や

社
会
福
祉
政
策
と
し
て
再
定
義
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
政
治
的
重
要

性
が
一
挙
に
高
ま
っ
た
点
を
指
摘
し
た
。
3
章
の
事
例
研
究
は
、
一

九
九
六
年
電
気
通
信
法
成
立
過
程
が
ま
さ
に
、
テ
レ
コ
ム
政
策
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
新
た
な
団
体
参
入
の
萌
芽
期
で
あ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

　
4
章
は
、
一
九
九
六
年
電
気
通
信
法
第
二
五
四
条
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
・
サ
ー
ビ
ス
規
定
に
基
づ
き
、
F
C
C
に
お
い
て
行
わ
れ
た
国
－

轟
冨
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
規
則
作
成
過
程
を
事
例
に
す
る
こ
と
で
、
3

章
で
示
し
た
テ
レ
コ
ム
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
変
容
が
一
時
的
な
も

の
で
は
な
く
、
そ
の
後
さ
ら
に
進
展
し
た
点
を
明
ら
か
に
し
た
。

甲
轟
鼠
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
学
校
や
図
書
館
が
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ

ス
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
、
施
設
内
配
線
サ
ー
ビ
ス
を
二
〇
か
ら

九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
引
料
金
で
事
業
者
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
、
と
い
う
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
立
に
よ
り
、
新
た
に
全
米
の
数
多
く
の
学
校
、

図
書
館
が
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
の
便
益
受
益
者
と
な
っ
た
。

4
章
で
は
、
教
員
組
合
や
P
T
A
な
ど
の
教
育
団
体
お
よ
び
全
米
図

書
館
協
会
が
、
通
信
会
社
や
通
信
業
界
団
体
と
対
立
し
な
が
ら
も
、

ク
リ
ン
ト
ン
政
権
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
修
正
条
項
起
草
者

で
あ
る
上
院
議
員
と
結
ん
だ
緊
密
な
協
力
関
係
を
政
治
的
資
源
と
し

て
、
国
些
象
①
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
現
に
漕
ぎ
着
け
た
点
を
明
ら
か
に

し
た
。
要
す
る
に
、
本
章
の
事
例
研
究
に
お
い
て
、
従
来
テ
レ
コ
ム

政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
的
立
場
に
あ
っ
た
大
手
通
信
会
社
や
業

界
団
体
と
対
立
す
る
形
で
、
教
育
団
体
や
図
書
館
団
体
と
い
う
新
た

な
ア
ク
タ
ー
が
政
策
形
成
に
参
入
し
、
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
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で
あ
る
。

　
5
章
は
、
国
－
轟
房
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
政
策
実
施
過
程
を
分
析
対
象

と
し
な
が
ら
、
ひ
と
た
び
政
策
が
成
立
す
る
と
、
甲
轟
冨
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
実
施
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
、
共
和
党
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
成
立
後

も
新
た
な
団
体
の
活
動
が
テ
レ
コ
ム
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て

刺
激
さ
れ
、
活
発
化
し
て
い
る
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

5
章
は
、
甲
轟
冨
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
新
た
な
政
策
が
成
立
し
、

実
施
さ
れ
た
こ
と
で
、
第
一
に
、
新
た
な
団
体
の
行
政
府
へ
の
ア
ク

セ
ス
可
能
性
が
増
大
し
た
こ
と
、
第
二
に
、
政
策
実
施
に
よ
る
政
策

に
対
す
る
支
持
層
が
拡
大
し
た
こ
と
を
政
治
的
資
源
と
し
て
、
テ
レ

コ
ム
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
教
育
団
体
や
図
書
館
団
体
な
ど

の
新
規
ア
ク
タ
ー
の
活
発
な
活
動
が
継
続
さ
れ
、
そ
れ
は
政
策
実
施

内
容
を
大
き
く
左
右
す
る
ほ
ど
の
政
治
的
影
響
力
を
持
つ
に
至
っ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
6
章
で
は
、
初
め
に
な
ぜ
拡
大
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
政
策

が
実
現
し
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
政
策
の
展
開
事
例
は
、
あ
る
政
策
課
題
が
テ
レ
コ

ム
政
策
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
教
育
政
策
や
社
会
福
祉
政
策
の
観
点

か
ら
も
重
要
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ら
の
政
策
と
テ
レ
コ

ム
政
策
と
の
間
で
境
界
線
が
薄
く
な
り
、
テ
レ
コ
ム
政
策
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
そ
れ
ら
の
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
で
ア
ク
タ
ー
の
流
動
性
が

高
ま
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
結
果
、
テ
レ
コ
ム
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

ア
ク
タ
ー
が
大
き
く
増
大
す
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
さ
ら
に
事
例
研

究
か
ら
、
従
来
テ
レ
コ
ム
政
策
の
利
益
対
立
は
、
大
手
電
話
会
社
や

規
制
さ
れ
た
業
界
団
体
の
間
に
集
中
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
が
、
大

規
模
な
グ
ラ
ス
ル
ー
ツ
運
動
を
政
治
的
資
源
に
対
抗
す
る
教
育
団
体

や
図
書
館
団
体
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
対
立
構
造
は
一
層
複
雑

化
し
、
か
つ
、
新
た
な
団
体
の
活
発
な
活
動
が
政
策
内
容
に
大
き
な

影
響
を
及
ぽ
す
事
態
が
た
び
た
び
起
き
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

　
そ
れ
で
は
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
関
係
の
変
容
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
・
サ
ー
ビ
ス
以
外
に
ど
の
よ
う
な
事
例
が
考
え
ら
れ
る
の
か
。
テ

レ
コ
ム
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
取
り
巻
く
他
の
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
の
関
係
は
、
現
在
融
合
型
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
。
ハ
イ
テ
ク
業
界

の
テ
レ
コ
ム
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ヘ
の
参
入
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。

現
代
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
テ
レ
コ
ム
政
策
の
展
開
を
論
じ
る
に
は
、

市
場
の
差
異
や
歴
史
的
な
展
開
の
違
い
の
み
な
ら
ず
、
テ
レ
コ
ム
政

策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
と
他
の
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
融
合
に

目
を
向
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
本
論
文
が
示
唆
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
　
本
論
文
の
評
価

本
論
文
に
は
次
の
理
由
で
高
い
評
価
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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ま
ず
第
一
点
と
し
て
、
資
料
的
な
裏
づ
け
が
周
到
に
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
評
価
で
き
る
。
清
原
君
は
連
邦
議
会
、
連
邦
通
信
委
員
会

（
F
C
C
）
や
商
務
省
情
報
通
信
庁
（
N
T
I
A
）
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
・
サ
ー
ビ
ス
管
理
会
社
な
ど
関
係
行
政
機
関
の
公
開
記
録
、
あ
る

い
は
『
テ
レ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
レ
ポ
ー
ト
』
な
ど
の
業
界

誌
を
含
む
公
刊
資
料
を
広
範
囲
に
渉
猟
し
、
自
ら
の
議
論
の
論
拠
と

し
て
い
る
。

　
公
刊
資
料
で
は
補
い
き
れ
な
い
部
分
に
関
し
て
は
、
清
原
君
は
聞

係
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
精
力
的
に
行
っ
た
。
本
論
文
で
は
き
わ

め
て
多
く
の
政
策
決
定
関
係
者
に
対
し
て
、
体
系
的
に
聞
き
取
り
調

査
を
行
っ
て
い
る
点
も
高
く
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
日
多
く

の
団
体
や
省
庁
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
情
報
公
開
を
行

っ
て
お
り
、
か
な
り
多
く
の
公
開
資
料
を
日
本
に
い
な
が
ら
入
手
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
関
係
者
へ
の
聞
き
取

り
調
査
は
、
公
刊
資
料
を
補
完
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
資

料
か
ら
は
見
え
て
こ
な
い
、
あ
る
い
は
見
え
に
く
い
事
実
や
そ
の
背

景
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
、
他
の
方
法
で
は
代
替
不
可

能
な
長
所
が
あ
る
。
清
原
君
は
、
当
事
者
の
記
憶
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い
面
は
否
め
な
い
な
ど
、
聞
き
取
り
調
査
に
つ
き
ま
と
う
限
界
も

意
識
し
な
が
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
聞
き
取
り
調
査
に
よ
っ
て
文
献
調

査
を
補
う
こ
と
に
成
功
し
た
。
本
研
究
で
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ

ー
ビ
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
に
直
接
関
わ
っ
た
F
C
C
元
委
員
長
や

一
九
九
六
年
電
気
通
信
法
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
規
定
草
案
者

で
あ
る
上
院
議
員
ス
タ
ッ
フ
な
ど
、
重
要
な
関
係
者
と
の
貴
重
な
聞

き
取
り
調
査
も
実
施
し
て
い
る
。

　
第
二
点
と
し
て
、
一
九
九
六
年
電
気
通
信
法
の
成
立
過
程
、
あ
る

い
は
そ
の
後
の
甲
轟
9
プ
ロ
グ
ラ
ム
規
則
作
成
過
程
と
い
う
、
ア

メ
リ
カ
政
治
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
問
題
状
況
を
理

解
す
る
の
に
重
要
な
ト
ピ
ッ
ク
を
選
択
し
、
ま
た
そ
れ
に
つ
い
て
き

わ
め
て
丹
念
に
調
査
し
た
こ
と
は
評
価
で
き
よ
う
。
し
か
も
、
そ
れ

は
本
論
文
で
い
う
テ
レ
コ
ム
政
策
の
従
前
か
ら
の
文
脈
を
十
分
に
意

識
し
た
上
で
の
分
析
で
あ
っ
た
。
重
要
な
問
題
で
あ
り
な
が
ら
、
事

実
関
係
す
ら
正
確
に
認
識
さ
れ
に
く
い
複
雑
な
電
気
通
信
法
、
お
よ

び
そ
の
施
行
細
則
の
成
立
過
程
を
、
こ
こ
ま
で
詳
細
に
調
べ
上
げ
た

こ
と
は
高
く
評
価
で
き
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
し
ば
し
ば
言
わ
れ
る

デ
ィ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
ヴ
ァ
イ
ド
の
問
題
と
深
く
関
わ
る
政
策
で
あ
っ

た
。　
第
三
に
、
ア
メ
リ
カ
政
治
の
、
ま
た
政
策
過
程
一
般
の
理
論
的
研

究
と
し
て
、
本
論
文
は
重
要
な
貢
献
を
行
っ
て
い
る
。
本
論
文
で
は

政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
概
念
を
使
用
し
、
テ
レ
コ
ム
政
策
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
変
容
と
政
策
の
実
質
の
変
化
と
の
関
係
を
論
証
し
た
。

そ
こ
で
は
単
に
、
テ
レ
コ
ム
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
変
容
を
証
明
し

168



特別記事

た
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
が
ひ
と
た
び
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
政

策
と
関
係
を
も
つ
や
い
な
や
、
新
た
な
参
入
者
を
迎
え
入
れ
、
同
政

策
を
採
用
・
維
持
・
拡
大
に
向
か
わ
せ
た
こ
と
を
論
証
し
た
。
テ
レ

コ
ム
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
他
の
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
隔
絶
し

て
存
在
し
て
き
た
が
、
国
－
声
＄
の
問
題
を
契
機
と
し
て
教
育
・
図

書
館
・
農
村
で
の
貧
困
な
ど
の
政
策
領
域
と
一
部
で
融
合
を
開
始
し
、

そ
の
結
果
政
策
の
中
身
も
大
き
く
変
容
さ
せ
た
。
そ
の
よ
う
な
政
策

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
変
容
と
政
策
の
変
化
と
の
関
係
に
関
す
る
事
例
研
究

と
し
て
、
本
論
文
は
重
要
な
価
値
を
有
す
る
。
ま
た
そ
の
理
論
的
・

実
践
的
含
意
も
小
さ
く
な
い
と
い
え
よ
う
。

　
第
四
に
、
本
論
文
は
、
テ
レ
コ
ム
政
策
を
越
え
た
領
域
に
も
十
分

配
慮
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
役

割
、
再
分
配
的
政
策
に
対
す
る
批
判
の
高
ま
り
、
あ
る
い
は
新
し
い

通
信
技
術
や
通
信
技
術
環
境
の
登
場
な
ど
と
の
関
係
で
あ
る
。
ア
メ

リ
カ
に
お
い
て
再
分
配
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
が
政
治
的
に
不
人
気
と
な

っ
た
な
か
で
、
テ
レ
コ
ム
政
策
領
域
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
政
策
が

実
現
し
た
こ
と
の
指
摘
は
、
現
代
ア
メ
リ
カ
政
治
の
理
解
と
し
て
も

重
要
で
あ
る
し
、
ま
た
技
術
革
新
が
利
益
団
体
政
治
の
様
相
を
大
き

く
変
容
さ
せ
た
事
例
研
究
と
し
て
も
価
値
が
高
い
。

　
ま
た
、
本
研
究
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
と
発
展
と
い
っ
た
現

代
社
会
に
共
通
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
変
化
に
由
来
す
る

政
策
過
程
の
変
化
を
論
じ
て
お
り
、
本
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
は
、

現
代
ア
メ
リ
カ
政
治
研
究
、
テ
レ
コ
ム
政
策
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、

情
報
通
信
政
策
の
国
際
比
較
研
究
や
比
較
政
治
過
程
論
と
い
っ
た
分

野
に
も
応
用
可
能
で
あ
る
と
期
待
で
き
る
。

　
む
ろ
ん
、
本
論
文
に
も
欠
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
と
き
に
表

現
に
一
層
工
夫
が
必
要
と
思
わ
れ
る
部
分
が
存
在
す
る
し
、
場
合
に

よ
る
と
や
や
説
明
が
散
漫
な
印
象
を
与
え
る
こ
と
も
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
こ
で
い
う
国
－
轟
房
政
策
が
ど
の
程
度
テ
レ
コ
ム
政
策

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
そ
の
変
容
を
代
表
な
い
し
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る

か
、
よ
り
立
ち
入
っ
た
説
明
が
あ
る
と
理
解
が
さ
ら
に
容
易
に
な
ろ

う
。　
ま
た
、
政
策
過
程
の
モ
デ
ル
と
し
て
よ
く
言
及
さ
れ
る
イ
シ
ュ

ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
本
論
文
で
い
う
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
関

係
、
お
よ
び
そ
れ
ら
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
も
、

さ
ら
に
進
ん
だ
説
明
が
あ
る
と
よ
り
す
ぐ
れ
た
論
文
と
な
ろ
う
。
た

と
え
ば
大
企
業
が
支
配
す
る
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
教
育
関
係
者
が

優
位
に
立
つ
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
そ
の
政
治
的
性
格
は
異
な
る

で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
二
つ
は
「
融
合
」
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
あ
る

い
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
分
断
さ
れ
た
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
い
し

イ
シ
ュ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ

う
か
。
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さ
ら
に
、
政
治
シ
ン
ボ
ル
化
し
た
観
の
あ
る
情
報
化
政
策
の
一
環

と
し
て
、
あ
る
い
は
日
本
と
並
ん
で
比
較
的
楽
観
的
な
情
報
社
会
論

が
広
く
普
及
し
た
ア
メ
リ
カ
社
会
の
文
脈
を
よ
り
意
識
し
な
が
ら
テ

レ
コ
ム
政
策
の
分
析
を
試
み
た
な
ら
ば
、
本
論
文
の
説
得
力
は
一
段

と
増
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
は
拭
え
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
疑
問
は
尽
き
な
い
が
、
た
だ
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で

本
論
文
が
き
わ
め
て
多
く
の
こ
と
を
解
明
し
、
ま
た
大
き
な
知
的
刺

激
を
読
む
者
に
与
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
若
干
の
疑
問
点
や

弱
点
が
本
論
文
の
価
値
を
損
ね
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。

　
か
く
し
て
、
審
査
員
一
同
は
、
清
原
聖
子
君
が
提
出
し
た
学
位
請

求
論
文
は
、
博
士
学
位
（
法
学
、
慶
磨
義
塾
大
学
）
を
授
与
す
る
に

値
す
る
学
識
を
十
分
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
結
論
に
到
達
し
た

こ
と
を
こ
こ
に
報
告
す
る
次
第
で
あ
る
。

平
成
一
九
年
六
月
三
〇
日
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